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Ⅰ 経営戦略策定の趣旨
   本市の工業用水道事業は、良質で豊富低廉な工業用水を供給することをもって、

事業者の工業用水調達コストの節減に資することを目的として、旧藤沢町におい

て創設された事業です。 

企業誘致にあわせて工業用水道事業を創設し、地域の経済活動と雇用の確保に

貢献してきた経過がありますが、供用開始から約 30 年が経過し、今後の施設の

大規模更新に向けた備えが必要になってきています。 

今後においても、良質な工業用水を低廉な料金で安定的に供給しながら、将来

の施設の大規模更新に向けた健全な経営を行っていくために中長期的な経営の

基本計画として経営戦略を策定するものです。 

Ⅱ 計画期間
   平成 29 年度～平成 38 年度（10 年間） 

Ⅲ 事業概要
１ 事業の概況

⑴ 給水

項 目 内 容 

事業の名称 一関市藤沢工業用水道事業 

供給開始年月日 昭和 62 年１月５日 

給水区域 藤沢町砂子田地区 

給水先事業所数 ２事業所 

契約水量 1,284 ㎥ /日 

一日平均配水量 997㎥

⑵ 施設

① 浄配水施設

   ◆水源・・・地下水 

   ◆施設数          ◆配水能力 

施設種別 施設数 現在配水能力 2,100㎥/日

浄水場設置数 1 計画配水能力 2,100㎥/日

配水池設置数 1
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②水道管 

管種別 延 長

送水管 4,062ｍ

配水管 4,125ｍ

合計 8,187ｍ

⑶ 料金

   工業用水道料金は、基本料金、超過料金及びろ過料金の合算額で算出します。 

料金の種別 内容 料金の額（１月につき） 

基本料金 基本使用水量に当該月の日数を乗じて得

た水量に右欄の料金の額を乗じて得た額 

１立方メートル当たり 45 円

超過料金 月間使用水量を超えて使用した水量に右

欄に掲げる料金の額を乗じて得た額 

１立方メートル当たり 80 円

ろ過料金 管理者がろ過して給水した水量に右欄に掲

げる料金の額を乗じて得た額 

１立方メートル当たり 38 円

   ※ この料金体系は、供給開始時から改定していません。 

なお、この料金体系には、資産維持費（将来の更新投資を料金に織り込む

手法）を含んでいません。 

⑷ 組織

   工業用水道事業に係る全ての業務について、業務が類似する水道事業と同じ

部署で行っているため、工業用水道事業に属する職員はいません。 

２ これまでの主な経営健全化の取り組み

⑴ 業務の効率化

年度 内 容

S61 
類似事業である水道事業と同じ部署で施設管理、事務を行うことに

よる効率化 

⑵ 施設の効率化

年度 内 容

S61 
施設監視システムによる施設稼働状況の把握や故障警報自動通

報装置による緊急時の対応の効率化 

H12 インバータ利用による消費電力の抑制や施設稼動の効率化 
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３ 経営分析

⑴ 経常収支比率

   本市の工業用水道事業の経常収支比率は 134.25％（平成 27 年度）で、収支

が黒字であることを示す 100％以上となっています。工業用水道事業経営指標

（総務省の統計資料）の規模別区分により極小規模に分類される類似団体（以下、

「類似団体」という。）と比較しても高い水準にあり、安定した収益性を確保して

います。 

⑵ 料金回収率

   本市の工業用水道事業の料金回転率は 136.09％（平成 27 年度）で、給水に

要する費用の全てが料金で賄われていることを示す 100％を超えていることか

ら、概ね健全な状況にあるといえます。 

H23 H24 H25 H26 H27

一関市 128.23 131.48 147.37 152.36 134.25

平均値 121.87 121.91 116.16 117.77

100

110

120

130

140

150

160
経常収支比率（％）

H23 H24 H25 H26 H27

一関市 125.16 128.44 143.94 151.43 136.09

平均値 97.31 97.45 91.83 91.03

80

90

100

110

120

130

140

150

160
料金回収率（％）



4 

⑶ 施設利用率

   １日配水能力に占める１日平均配水量の割合を示す施設利用率は 47.48％

（平成 27 年度）です。本市の工業用水道事業の施設利用率は類似団体と比較し

て高い水準にあるものの、その数値は概ね 50％程度であり、一日平均配水量の

面から見れば施設能力の半分程度は遊休状態にあることがわかります。今後は、

１日最大配水量に配慮しつつ、将来の水需要の動向を見極め、施設更新時に施設

のダウンサイジングを検討する必要があります。 

H23 H24 H25 H26 H27

一関市 46.19 43.33 48.29 46.76 47.48

平均値 37.76 37.07 36.1 35.78
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Ⅳ 将来の事業環境
１ 水需要の予測

  今後も現在の契約水量 1,284 ㎥/日を維持していく見込みです。 

２ 料金収入の見通し

  現在の契約水量を維持していく見込みのため、概ね現在の料金収入を維持できる

見込みです。 

３ 施設の見通し

  構造物や水道管の更新期が到来していないため、計画期間においては大規模な更

新事業を予定していません。 

４ 組織の見通し

  今後においても、工業用水道事業に係る全ての業務について、業務が類似する水

道事業と同じ部署で行う予定です。 

Ⅴ 経営の基本方針
   本市では、次の２つの基本方針に基づき事業経営を行い、今後も良質な工業用

水を低廉な料金で安定的に供給し続けます。 

基本方針 

◇良質な工業用水の安定供給 

◇低廉な工業用水道料金の維持 
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Ⅵ 投資・財政計画
１ 投資・財政計画
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２ 投資・財政計画の策定に当たっての説明

⑴ 収支計画のうち投資についての説明

① 構造物及び施設の更新 

計画期間において、予定している更新工事は次の表のとおりです。 

年度 内 容 事業費（税込）

H29 三本松送水ポンプ更新 23,220 千円

H34 新城沢浄水場逆洗ポンプ更新 6,600 千円

② 水道管の更新 

    計画期間においては、水道管の更新を予定していません。 

⑵ 収支計画のうち財源についての説明

① 工業用水道料金 

    今後においても現在の契約水量を維持する見込みであり、経常収支比率や料

金回転率も概ね健全な状況であることから、計画期間中の料金改定は見込んで

いません。 

将来の更新需要への備えとして、目標に掲げた財源繰越額１億円（計画期間

末時点）については、現行の料金水準のままで、達成できる見込みです。 

② 企業債 

    今後においても供給先事業所が増減する見込みがないため、企業債の借入に

よる投資財源の世代間の公平性を確保する必要がないことから、原則として企

業債の借入を行わない予定です。 

⑶ 収支計画のうち投資以外の経費についての説明

① 委託料 

    計画初年度である平成 29 年度と同額で見込んでいます。 

② 修繕費 

    施設の老朽化を考慮し毎年度５％増で見込んでいます。 

③ 動力費 

    計画初年度である平成 29 年度と同額で見込んでいます。 

④ 人件費 

    今後においても、工業用水道事業に係る全ての業務について、業務が類似す

目標 

◇施設の適正な管理により安定供給を継続する 

目標 

◇企業債借入額：企業債の借入を行わない 

◇財源繰越額：計画期間末時点で１億円 
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る水道事業と同じ部署で行う予定ですので、人件費を見込んでいません。 

３ 投資・財政計画に未反映の取り組みや今後検討予定の取り組みの概要

⑴ 投資についての検討状況等

① 施設・設備の廃止・統合（ダウンサイジング） 

    契約水量の大幅な増加や新規需要が見込めない状況が続く場合は、１日最大

配水量に配慮しながら、施設更新時に施設・設備のダウンサイジングを検討し

ます。 

⑵ 財源についての検討状況等

① 工業用水道料金 

    今後において、契約水量の減少により投資・財政計画で見込んだ程度の利益

が確保できない状況になった場合は、料金の見直しを検討します。 

② 企業債 

計画期間中は、原則として企業債の借入を行わない予定ですが、今後におい

て大規模な更新事業を行う際は、繰越財源等の状況を考慮して企業債の借入を

検討します。 

Ⅶ 経営戦略の事後検証、更新等について
経営の健全化を図るためには、経営戦略に基づき目標に対する進捗管理を行う

ことが重要です。 

計画期間（平成 29 年度～38 年度）において、計画（Plan）→施策の実施（Do）

→実績の評価（Check）→改善（Action）のＰＤＣＡサイクルにより、１年毎に

計画の進捗を管理し、必要に応じて経営戦略の見直しを行います。 

• 実績の評価• 改善

• 施策の実施• 計画

Plan Do

CheckAction



【計画の見直し等】 

① H31.3：投資・財政計画（P6）の時点修正
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